
さ
ん

「
秋
田
県
鹿
角
郡
小
坂
町
で
生
ま
れ
、

昭
和
16
年
、
３
歳
の
時
に
津
別
町
に
来

ま
し
た
の
で
、
私
の
故
郷
、
ふ
る
さ
と

は
津
別
町
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

昭
和
29
年
４
月
、
津
別
中
学
校
卒
業

後
、
北
見
営
林
局
（
現
・
網
走
南
部
森

林
管
理
署
）
津
別
営
林
署
に
勤
務
。

「
私
は
転
勤
生
活
で
、
津
別
営
林
署
に

は
昭
和
47
年
３
月
ま
で
の
18
年
間
勤
務

し
、
道
内
は
留
辺
蘂
町
、
丸
瀬
布
町
、

遠
軽
町
、
滝
上
町
、
清
里
町
、
道
外
は

山
梨
県
甲
府
市
、
最
後
は
関
東
森
林
管

理
局
東
京
支
局
で
通
算
45
年
間
、
国
有

林
の
色
々
な
仕
事
に
従
事
し
、
平
成
11

年
３
月
に
退
職
し
て
津
別
町
に
戻
り
ま

し
た
」
と
語
る
。

「
山
菜
取
り
で
山
に
入
る
と
、
林
道
網

の
整
備
、
伐
採
の
機
械
化
な
ど
に
よ
り
、

大
木
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
」。「
民

有
林
は
、
植
林
さ
れ
な
い
伐
採
跡
地
が

増
え
て
、
自
然
環
境
、
災
害
等
が
心
配

で
す
。
山
づ
く
り
は
、
手
入
れ
を
し
な

け
れ
ば
、
良
い
山
は
出
来
ま
せ
ん
」
と

話
さ
れ
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
昭
和
58
年
に
十

勝
総
合
振
興
局
管
内
の
幕
別
町
の
公
園

で
誕
生
し
、
だ
れ
で
も
楽
し
く
遊
べ
る

ス
ポ
ー
ツ
。
雪
解
け
が
進
み
、
シ
ー
ズ

ン
が
到
来
し
た
今
日
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
魅
力
は
「
ボ
ー
ル

が
う
ま
く
飛
び
、
カ
ッ
プ
に
入
っ
た
時

が
快
感
で
、
歩
く
た
め
健
康
に
も
良
い

で
す
。
転
勤
族
で
27
年
間
、
津
別
か
ら

離
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
知
ら
な
い
人

と
も
友
達
に
な
れ
た
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
ま
す
」
と
話
す
。

共
和
第
４
自
治
会
長
で
「
昨
年
、
前

小
南
自
治
会
長
が
お
亡
く
な
り
、
現
在
、

自
治
会
長
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
や

る
か
ら
に
は
全
力
を
尽
く
し
、
地
域
の

方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
自
治
会
活
動

に
し
た
い
」
と
語
る
。

町
内
の
各
種
団
体
の
活
動
に
も
携
わ

り
、
津
別
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
事
務

局
長
、
津
別
町
陶
芸
愛
好
会
事
務
局
長
、

津
別
町
卓
球
愛
好
会
事
務
局
長
、
津
別

町
寿
大
学
自
治
会
事
務
局
長
、
新
栄
老

人
ク
ラ
ブ
事
務
局
長
・
会
計
な
ど
多
忙

で
人
望
厚
く
、
何
事
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
松
岡
さ
ん
で
す
。

ふ
る
さ
と
は
津
別
町

松
岡
　
　
洋

温�
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町
の
税
金
は
、
北
見
信
金
津
別
支
店
（
役

場
派
出
所
、
本
店
及
び
各
支
店
）、
網
走
信

金
津
別
支
店
、
津
別
農
協
、
北
洋
銀
行
美
幌

支
店
、
北
海
道
内
全
て
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

（
郵
便
局
）
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
日
中
は
仕
事
等
で
金
融
機
関
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
』、『
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
』

等
の
方
は
、
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を
お

勧
め
し
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
金

融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て
納

税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
金
融
機
関

に
行
く
手
数
が
少
な
く
、
納
付
を
忘
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
な
く
大
変
便
利
で
す
。

手
続
き
は
、
口
座
振
替
を
す
る
口
座
の
印

鑑
、
預
金
通
帳
と
納
税
通
知
書
を
持
参
し
て

町
の
税
金
を
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
各
金
融

機
関
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
振
替
口
座

の
変
更
が
な
け
れ
ば
毎
年
手
続
き
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
さ
れ
た
日
に

よ
っ
て
は
、
直
後
の
納
期
限
に
間
に
合
わ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
の
際
に

は
金
融
機
関
に
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
税
の
納
付
は
口
座
振
替

制
度
の
ご
利
用
を

５
月
は
固
定
資
産
税
第
１
期
、
軽
自
動
車

税
の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
５
月
31
日
（
月
）
で
す

お問い合わせ先　地域包括支援センター　†７６－２１５８

高
齢
者
や
介
護
の
相
談
窓
口

役
場
内
に
は
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
と
い
う
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を

介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
面
か
ら
総
合
的
に
支
え
る
た
め
に

平
成
18
年
度
に
設
置
さ
れ
た
部
署
で

す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
支
援
し
ま
す

介
護
保
険
の
要
支
援
１
・
２
と
認

定
さ
れ
た
方
に
は
、
心
身
の
状
態
が

悪
化
し
な
い
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
介
護
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
）
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

紹
介
し
、
状
態
に
合
わ
せ
た
介
護
予

防
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
高
齢
者
に
は
、
身
体
面
や

認
知
面
の
維
持
・
向
上
を
目
的
に
通

い
の
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
小

学
校
の
空
き
教
室
を
会
場
に
し
た

『
ミ
ズ
ナ
ラ
倶
楽
部
』）

転
倒
予
防
を
目
的
と
し
た
教
室
も
、

社
会
教
育
課
と
共
同
で
企
画
し
て
い

ま
す
。（
６
月
〜
10
月
、
11
月
〜
２
月
）

脳
梗
塞
な
ど
の
病
気
で
麻
痺
に
な
っ

た
り
、
言
葉
の
出
に
く
さ
を
感
じ
て

い
る
方
、
年
齢
と
と
も
に
足
の
運
び

が
悪
く
な
っ
た
方
な
ど
を
対
象
に
、

身
体
や
言
葉
の
リ
ハ
ビ
リ
専
門
家
が

訪
問
し
相
談
に
応
じ
る
事
業
も
行
っ

て
い
ま
す
。

介
護
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

介
護
保
険
の
申
し
込
み
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
ご

家
族
の
健
康
・
介
護
な
ど
の
悩
み
に

対
応
し
ま
す
。
状
況
に
応
じ
て
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
施
設
サ

ー
ビ
ス
、
福
祉
用
具
、
住
宅
改
修
に

関
す
る
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
権
利
を
守
り
ま
す

高
齢
者
の
方
々
が
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
も
つ
さ
ま
ざ

ま
な
権
利
を
守
り
ま
す
。
成
年
後
見

制
度
の
紹
介
や
、
虐
待
へ
の
早
期
対

応
、
消
費
者
被
害
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
対
応
し
ま
す
。

担
当
職
員
の
紹
介

主
任
介
護
支
援
専
門
員
・
保
健
師

（
丸
尾
美
佐
）、
保
健
師
（
向
平
亮
子
）、

社
会
福
祉
士
（
佐
々
木
祐
也
）
に
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
電
話
７
６-

２
１
５
８
）

「
子
供
と
ふ
れ
合
っ
て
い
る
と
、
元
気

が
も
ら
え
る
の
で
く
じ
け
そ
う
に
な
っ

た
時
も
前
向
き
な
姿
勢
で
い
ら
れ
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
た
都
築
先
生
に
今
回
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

今
年
の
４
月
か
ら
青
葉
幼
稚
園
に
勤

務
し
、
津
別
町
の
園
児
た
ち
は
「
す
ご

い
温
か
み
が
あ
り
、
家
族
み
た
い
な
雰

囲
気
で
す
。
毎
日
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

保
育
士
に
な
ろ
う
と
し
た
理
由
は
、

都
築
先
生
が
幼
稚
園
児
の
頃
に
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
が
大
好
き
で
、
大
き
く

な
っ
た
ら
先
生
の
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
い
始
め
、
そ
の
後
、
美
幌
高
校
を
卒

業
し
、
浪
速
の
短
大
に
進
み
、
保
育
士

の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

「
保
育
所
の
経
験
は
あ
り
ま
す
が
、
幼

稚
園
の
勤
務
は
今
年
で
２
年
目
な
の
で
、

他
の
先
生
の
教
え
方
を
勉
強
し
な
が
ら

子
供
た
ち
と
も
早
く
仲
良
く
な
っ
て
、

早
く
幼
稚
園
に
慣
れ
た
い
！
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

将
来
ど
ん
な
先
生
に
な
り
た
い
か
を

伺
う
と
「
子
供
た
ち
が
楽
し
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
空
間
を
作
れ
る
先
生
で
い

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
　

子
供
達
に
元
気
を
も
ら
っ
て
ま
す
！

都
築
　
麻
美
　

さ
ん

つづき　あさみさん／昭和４９年１２月生まれ　

青葉幼稚園に勤務／美幌町

ご
存
知
で
す
か

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

まつおか　ひろし　さん/昭和１３年５月、秋田県小坂町で
生まれる/７２歳 /共和（第４）在住


